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	連絡先　滋賀県労働組合総連合内（県労連）大津市梅林１丁目３－３０　２０１９年６月１２日
電話 077-521-2536　　ＦＡＸ 077-521-2534　　　E-mail: shigaken-roren@aqua.plala.or.jp


※皆さんからの情報をお待ちしています。
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　6月8日、「安保法制の廃止と立憲主義の回復を求める市民の会しが」と「安倍9条改憲NO!市民アクション・滋賀」は『6・8県民集会～市民と野党の共闘で参院選挙に勝利し安倍政権を終わらせる～』を開催しました。


　第1部は「安倍暴走政権と闘う」と題して佐高信さん（評論家）の講演でした。佐高さんはこれまでの政治家の言葉ややり取りを紹介しながら小泉、安倍と歴代の総理を批判しました。また、「自衛隊は国民を守らない。憲法9条に自衛隊を書きこんではならない」と強調されました。軽妙な語り口で参加者を惹きつけるメッセージでした。


　第2部では5政党（国民民主、立憲、共産、社民、新社会）の代表者から参院選への決意の発言が並びました。続いて、参加団体からスピーチがあり、いずれも参院選勝利が訴えられました。


そのあと野党統一の嘉田由紀子（予定候補者）が挨拶。先の国政選挙での振る舞いを「政治家として未熟だった」としたうえで、滋賀選挙区の共通政策を「暮らし言葉」で訴える、などとする決意表明を行いました。「もったいない のその先に」としたうえで政策意見を広く求め作り上げたいとしました。


　新婦人の安齋友美さんがリードして「改憲発議をさせるな」などシュプレヒコールを行い、閉会の挨拶を市民の会しが副代表、市民アクション・滋賀共同代表で憲法共同センターの玉木昌美代表が行いました。200人の参加でした。





玉木代表の閉会挨拶（要旨）


　佐高さんの話から憲法の平和主義の重要性を改めて確認した。改憲を狙う安倍政権の源流がどこにあるか深い分析を聞かせてもらった。


集会の意義は5つの野党と7つの市民団体が集まり、市民と野党の共闘が必ず参院選で嘉田さんに勝っていただく意思統一ができたことにある。佐高さんは一番勝つ可能性のあるところに来た、と言った。自信を持っていい。


これまで市民団体は野党とともに街頭に立ち安保法制や安倍改憲に反対してきた。県民集会も何度も行ってきた。それがベースになって野党間協議が続けられ共通政策をつくるにいたった。このことを改めて確認しておく必要がある。これを基盤にしてたたかえば必ず勝てる。





◆今後の予定◆


6月15日　　　沖縄連帯県民のつどい（14:00-弁護士会館）


6月21日　　　総がかり・滋賀結成総会（守山駅前コミュニティーホール）








戦争、アカンで！





　毎月県内10数カ所で3000万人署名・19の日行動がもたれています。憲法共同センターは5月、6月下記の日程・場所で行います。ご参加ください。


6月19日（水）18：00～石山駅　※市民アクション


※署名セット、横断幕、プラカードなどお持ちください！











